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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部端子を介して外部へ音声信号を出力する出力端子を有する音声出力装置から出力さ
れた前記音声信号が入力される音声制御装置であって、
　前記音声信号を処理する音声処理部と、
　前記音声出力装置が、前記外部端子が前記出力端子に接続されているか否かを検出し、
検出結果に基いて制御信号を生成し、前記生成された制御信号を送信した場合、前記送信
された制御信号を受信する受信手段と、
　前記外部端子が前記出力端子に接続されていることを前記音声出力装置が検出した場合
、前記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部からの前記音声信号の出力を停止する
ように前記音声処理部を制御し、前記外部端子が前記出力端子に接続されていないことを
前記音声出力装置が検出した場合、前記受信した制御信号に基づいて、前記音声処理部か
らの前記音声信号の出力を許可するように前記音声処理部を制御する制御手段と
　を具備する音声制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の音声制御装置であって、
　前記受信手段は、前記音声信号及び前記制御信号を受信可能なＨＤＭＩ（High-Definit
ion Multimedia Interface）を有する音声制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の音声制御装置であって、
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　前記ＨＤＭＩとは異なる形式で前記音声信号が入力される入力手段をさらに具備する音
声制御装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の音声制御装置であって、
　前記受信手段は、前記ＨＤＭＩのＣＥＣ（Consumer Electronics Control）ライン経由
で前記制御信号を受信する音声制御装置。
【請求項５】
　外部端子が接続可能な音声制御システムであって、
　前記外部端子を介して外部へ音声信号を出力する出力端子と、
　前記外部端子が、前記出力端子に接続されているか否かを検出する検出手段と、
　前記検出手段による検出結果に基いて制御信号を生成する生成手段と、
　前記生成された制御信号を送信する送信手段とを有し、前記音声信号を外部に出力する
音声出力装置と、
　前記出力された音声信号が入力され、前記入力された音声信号を処理する音声処理部と
、
　前記送信された制御信号を受信する受信手段と、
　前記外部端子が前記出力端子に接続されていることを前記検出手段が検出した場合、前
記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部からの前記音声信号の出力を停止するよう
に前記音声処理部を制御し、前記外部端子が前記出力端子に接続されていないことを前記
検出手段が検出した場合、前記受信した制御信号に基づいて、前記音声処理部からの前記
音声信号の出力を許可するように前記音声処理部を制御する制御手段とを有する音声制御
装置と
　を具備する音声制御システム。
【請求項６】
　外部端子を介して外部へ音声信号を出力する出力端子を有する音声入力装置に、前記音
声信号を出力する音声制御装置であって、
　前記音声信号を処理する音声処理部と、
　前記音声入力装置が、前記外部端子が前記出力端子に接続されているか否かを検出し、
検出結果に基いて制御信号を生成し、前記生成された制御信号を送信した場合、前記送信
された制御信号を受信する受信手段と、
　前記外部端子が前記出力端子に接続されていることを前記音声入力装置が検出した場合
、前記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部からの前記音声信号の出力を停止する
ように前記音声処理部を制御し、前記外部端子が前記出力端子に接続されていないことを
前記音声入力装置が検出した場合、前記受信した制御信号に基づいて、前記音声処理部か
らの前記音声信号の出力を許可するように前記音声処理部を制御する制御手段と
　を具備する音声制御装置。
【請求項７】
　外部端子が接続可能な音声入力装置と、音声信号を前記音声入力装置へ出力する音声制
御装置とを備える音声制御システムであって、
　前記音声入力装置は、
　前記音声制御装置から出力された前記音声信号が入力される入力手段と、
　前記入力された音声信号を、前記外部端子を介して外部へ出力する出力端子と、
　前記外部端子が、前記出力端子に接続されているか否かを検出する検出手段と、
　前記検出手段による検出結果に基いて制御信号を生成する生成手段と、
　前記生成された制御信号を送信する送信手段とを有し、
　前記音声制御装置は、
　前記音声信号を処理する音声処理部と、
　前記送信された制御信号を受信する受信手段と、
　前記外部端子が前記出力端子に接続されていることを前記検出手段が検出した場合、前
記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部からの前記音声信号の出力を停止するよう
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に前記音声処理部を制御し、前記外部端子が前記出力端子に接続されていないことを前記
検出手段が検出した場合、前記受信した制御信号に基づいて、前記音声処理部からの前記
音声信号の出力を許可するように前記音声処理部を制御する制御手段とを有する
　音声制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）で接続された２つ以上
の装置間で、少なくとも音声信号を制御することが可能な音声出力装置、音声入力装置、
音声制御装置、音声制御システム及び音声制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、テレビジョン受信機（以下、ＴＶという。）とＡＶ（Audio Visual）アンプ
とが、例えばＨＤＭＩで接続されたシステムがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１では、ＴＶがシンク機器、ＡＶアンプがリピータ機器、ＤＶＤプレイヤがソ
ース機器とされ、ＤＶＤプレイヤから送出される音声及び映像信号の内、映像信号は基本
的にＡＶアンプからＴＶへ再送出されてＴＶにより映像として出力される。また、音声信
号はＡＶアンプ内部で処理されて外部スピーカで音声出力される場合と、ＴＶに再送出さ
れてＴＶの内蔵スピーカにより音声出力される場合がある。
【０００４】
　また、もちろんＴＶがソース機器とされ、ＡＶアンプがシンク機器とされる場合も考え
られ、あるいは、各機器がＨＤＭＩが入出力の２系統をそれぞれ有していれば、これらの
機器間で音声及び映像信号の双方向の通信も可能となる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１２４４６９号公報（段落[００１３]、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のようなＨＤＭＩ接続によりシステムが構築される場合において、例えばユーザが
ＴＶの内蔵スピーカによる音量を変更したり、あるいは消音したりした場合に、ＴＶに接
続されたＡＶアンプはその制御ができないという問題がある。したがって、ユーザがＡＶ
アンプに接続された外部スピーカからの出力を操作しようとする場合、ユーザはＡＶアン
プを操作する必要があるため、手間がかかる。
【０００７】
　以上のような事情に鑑み、本発明の目的は、ユーザが操作を簡単に行うことができる音
声出力装置、音声入力装置、音声制御装置、音声制御システム及び音声制御方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る音声出力装置は、音声信号の処理を制御する音
声制御装置に前記音声信号を出力し、外部端子が接続可能な音声出力装置であって、前記
外部端子を介して外部へ前記音声信号を出力する出力端子と、前記外部端子が、前記出力
端子に接続されているか否かを検出する検出手段と、前記検出手段による検出結果に基い
て制御信号を生成する生成手段と、前記制御信号に基いて前記音声制御装置に前記音声信
号の処理を制御させるために、前記生成された制御信号を前記音声制御装置に送信する送
信手段とを具備する。
【０００９】
　本発明では、外部端子が出力端子に接続されているか否かが検出され、その検出結果に
よる制御信号に基いて音声制御装置の音声処理が制御される。したがって、ユーザが音声
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制御装置を操作するといった手間が省け、操作が簡単になる。
【００１０】
　「音声信号」とは、包括的な意味での「音声」の信号であり、信号の種類、波形、形式
等は限定されない。すなわち、「前記音声信号」と記載がある場合も、これは包括的な概
念である「音声信号」を意味する。以下の各発明についても同様である。
【００１１】
　本発明において、前記送信手段は、前記音声信号及び前記制御信号を送信可能なＨＤＭ
Ｉを有する。つまり、制御信号はＨＤＭＩを利用して音声制御装置に送信されるので、制
御信号を送信するための専用のラインを設ける必要がなくなる。
【００１２】
　本発明において、音声出力装置は、前記ＨＤＭＩとは異なる形式で前記音声信号を出力
する出力手段をさらに具備する。例えば、前記出力手段は、所定の形式で圧縮された圧縮
音声信号を出力可能である。これにより、例えば音声制御装置が圧縮音声信号を他の機器
に転送したり、記録デバイスに記録したりしておくときに、転送時間を短縮し、あるいは
記録デバイスの記憶容量を低減することができる。また、音声制御装置が圧縮処理を行う
必要がなくなり、音声制御装置の負荷を減らすことができる。上記記録デバイスは音声制
御装置に内蔵されていてもよいし、あるいは音声制御装置とは別体の記録デバイスであっ
てもよい。
【００１３】
　本発明において、前記送信手段は、前記ＨＤＭＩのＣＥＣ（Consumer Electronics Con
trol）ライン経由で前記制御信号を送信する。
【００１４】
　本発明において、前記ＨＤＭＩは、無線タイプまたは有線タイプである。
【００１５】
　本発明において、前記外部端子が、ヘッドフォンの接続端子、イヤフォンの接続端子、
頭部搭載型スピーカの接続端子、または据置型スピーカの接続端子である。
【００１６】
　本発明に係る音声制御装置は、外部端子を介して外部へ音声信号を出力する出力端子を
有する音声出力装置から出力された前記音声信号が入力される音声制御装置であって、前
記音声信号を処理する音声処理部と、前記音声出力装置が、前記外部端子が前記出力端子
に接続されているか否かを検出し、検出結果に基いて制御信号を生成し、前記生成された
制御信号を送信した場合、前記送信された制御信号を受信する受信手段と、前記受信した
制御信号に基いて、前記音声処理部による前記音声信号の処理を制御する制御手段とを具
備する。
【００１７】
　本発明において、前記受信手段は、前記音声信号及び前記制御信号を受信可能なＨＤＭ
Ｉを有する音声制御装置。つまり、制御信号はＨＤＭＩを利用して音声出力装置から送信
され、受信手段がこれを受信するので、制御信号を送信するための専用のラインを設ける
必要がなくなる。
【００１８】
　本発明に係る音声制御システムは、外部端子が接続可能な音声制御システムであって、
音声出力装置と音声制御装置とを具備する。前記音声出力装置は、前記外部端子を介して
外部へ音声信号を出力する出力端子と、前記外部端子が、前記出力端子に接続されている
か否かを検出する検出手段と、前記検出手段による検出結果に基いて前記制御信号を生成
する生成手段と、前記生成された制御信号を送信する送信手段とを有し、前記音声信号を
外部に出力する。前記音声制御装置は、前記出力された音声信号が入力され、前記入力さ
れた音声信号を処理する音声処理部と、前記送信された制御信号を受信する受信手段と、
前記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部による前記音声信号の処理を制御する制
御手段とを有する。
【００１９】
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　本発明に係る音声入力装置は、音声信号の処理を制御する音声制御装置から出力された
前記音声信号が入力され、外部端子が接続可能な音声入力装置であって、前記入力された
音声信号を、前記外部端子を介して外部へ出力する出力端子と、前記外部端子が、前記出
力端子に接続されているか否かを検出する検出手段と、前記検出手段による検出結果に基
いて、制御信号を生成する生成手段と、前記制御信号に基いて前記音声制御装置に前記音
声信号の処理を制御させるために、前記生成された制御信号を前記音声制御装置に送信す
る送信手段とを具備する。音声制御装置は、音声信号を出力し、出力した音声信号を音声
入力装置に入力する。音声入力装置は、典型的にはその入力された音声信号を再生する。
【００２０】
　本発明の他の観点に係る音声制御装置は、外部端子を介して外部へ音声信号を出力する
出力端子を有する音声入力装置に、前記音声信号を出力する音声制御装置であって、前記
音声信号を処理する音声処理部と、前記音声入力装置が、前記外部端子が前記出力端子に
接続されているか否かを検出し、検出結果に基いて制御信号を生成し、前記生成された制
御信号を送信した場合、前記送信された制御信号を受信する受信手段と、前記受信した制
御信号に基いて前記音声処理部による前記音声信号の処理を制御する制御手段とを具備す
る。
【００２１】
　本発明において、音声制御装置は、音声送信装置から送信された前記音声信号が入力さ
れる音声入力手段をさらに具備し、前記制御手段は、前記音声処理部による前記入力され
た音声信号の処理を制御する。上記音声入力手段は、ＨＤＭＩ形式のインターフェースで
もよいし、ＨＤＭＩとは異なる形式のインターフェースでもよい。
【００２２】
　本発明の他の観点に係る音声制御システムは、外部端子が接続可能な音声入力装置と、
音声信号を前記音声入力装置へ出力する音声制御装置とを備える音声制御システムである
。前記音声入力装置は、前記音声制御装置から出力された前記音声信号が入力される入力
手段と、前記入力された音声信号を、前記外部端子を介して外部へ出力する出力端子と、
前記外部端子が、前記出力端子に接続されているか否かを検出する検出手段と、前記検出
手段による検出結果に基いて制御信号を生成する生成手段と、前記生成された制御信号を
送信する送信手段とを有する。前記音声制御装置は、前記音声信号を処理する音声処理部
と、前記送信された制御信号を受信する受信手段と、前記受信した制御信号に基いて前記
音声処理部による前記音声信号の処理を制御する制御手段とを有する。上記入力手段は、
ＨＤＭＩ形式のインターフェースでもよいし、ＨＤＭＩとは異なる形式のインターフェー
スでもよい。
【００２３】
　本発明に係る音声制御方法は、外部端子を介して音声信号を外部に出力するための前記
出力端子に、前記外部端子が接続されているか否かを検出し、前記検出の結果に基いて前
記制御信号を生成し、前記生成された制御信号を送信する送信し、前記送信された制御信
号を受信し、前記受信した制御信号に基いて、音声処理部による前記音声信号の処理を制
御する。
【００２４】
　本発明において、前記出力端子を有する音声出力装置が前記音声信号を出力し、前記出
力端子を有し前記音声信号を出力する音声出力装置が、前記制御信号を送信し、前記音声
処理部を有し前記音声出力装置から出力された前記音声信号が入力される音声制御装置が
、前記送信された制御信号を受信し、前記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部に
よる前記音声信号の処理を制御する。つまり、本発明では音声出力装置が音声制御装置へ
音声信号を出力し、音声制御装置にはその音声信号が入力される。
【００２５】
　あるいは、前記音声処理部を有する音声制御装置が、前記出力端子を有する音声入力装
置へ前記音声信号を出力し、前記音声入力装置が、該音声入力装置に入力された前記音声
信号を前記出力端子及び外部端子を介して前記音声信号を外部に出力してもよい。つまり
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、つまり、本発明では音声制御装置が音声入力装置へ音声信号を出力し、音声入力装置に
はその音声信号が入力される。
【００２６】
　本発明のさらに別の観点に係る音声出力装置は、音声信号の処理を制御する音声制御装
置に前記音声信号を出力する音声出力装置であって、使用者の入力操作による操作信号を
検出する操作検出手段と、前記操作検出手段による検出結果に基いて、制御信号を生成す
る生成手段と、前記制御信号に基いて前記音声制御装置に前記音声信号の処理を制御させ
るために、前記制御信号を前記音声制御装置に送信する送信手段とを具備する。
【００２７】
　本発明のさらに別の観点に係る音声制御装置は、音声出力装置から出力された音声信号
が入力される音声制御装置であって、前記音声信号を処理する音声処理部と、前記音声出
力装置が、使用者の入力操作による操作信号を検出し、検出結果に基いて前記制御信号を
生成し、前記生成された制御信号を送信した場合、前記送信された制御信号を受信する受
信手段と、前記受信した制御信号に基いて、前記音声処理部による前記音声信号の処理を
制御する制御手段とを具備する。
【００２８】
　上記発明に係る音声出力装置と上記音声制御装置とを組み合わせた音声制御システムも
考えられる。下記のそれぞれの発明に係る音声入力装置及び音声制御装置も同様である。
【００２９】
　本発明のさらに別の観点に係る音声入力装置は、音声信号の処理を制御する音声制御装
置から出力された前記音声信号が入力される音声入力装置であって、使用者の入力操作に
よる操作信号を検出する操作検出手段と、前記操作検出手段による検出結果に基いて、制
御信号を生成する生成手段と、前記音声制御装置が前記制御信号に基いて前記音声信号の
処理を制御するために、前記制御信号を前記音声制御装置に送信する送信手段とを具備す
る。
【００３０】
　本発明のさらに別の観点に係る音声制御装置は、音声入力装置に音声信号を出力する音
声制御装置であって、前記音声信号を処理する音声処理部と、前記音声入力装置が、使用
者の入力操作による操作信号を検出し、検出結果に基いて前記制御信号を生成し、前記生
成された制御信号を送信した場合、前記送信された制御信号を受信する受信手段と、前記
受信した制御信号に基いて、前記音声処理部による前記音声信号の処理を制御する制御手
段とを具備する。
【発明の効果】
【００３１】
　以上のように、本発明によれば、ユーザが音声制御装置を操作するといった手間が省け
、操作が簡単になる。また、例えば、音声出力装置と記録デバイスを内蔵する音声制御装
置で構成される音声制御システムのような場合では、ユーザの消音操作やヘッドフォン等
の挿入操作に起因する音声制御装置の音声出力制御に対して、音声データの記録デバイス
への蓄積と上記音声出力制御に柔軟に対応することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
【００３３】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る音声制御システムの構成を示すブロック図である
。
【００３４】
　音声制御システム５０は、例えば音声出力装置としてのＴＶ１００、及び音声制御装置
としてのＡＶアンプ２００を含む。
【００３５】
　音声出力装置としては、ＴＶ１００に限られず、ディスプレイ１０６を持たないチュー
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ナ装置、各種の記録媒体からＡＶ信号を抽出して外部に出力する装置、あるいはこれらが
組み合わされた装置等が挙げられる。
【００３６】
　音声制御装置としては、ＡＶアンプ２００に限られず、またはＡＶアンプ２００の機能
に加えてチューナの機能を有していてもよい。あるいは、音声制御装置としては、音声信
号だけでなく映像信号を記録媒体に記録可能なレコーダ等であってもよい。
【００３７】
　ＴＶ１００は、ＣＰＵ１０１、ＲＡＭ１０２、ＲＯＭ１０３、チューナ１１２、復調部
１１３、分離部１１４、映像処理部１０４、音声処理部１０７、映像駆動部１０５、ディ
スプレイ１０６、音声駆動部１０８、スピーカ１０９、ＨＰ（ヘッドフォン）出力部１１
０、ＨＰ出力端子１１１、Ｕ／Ｉ（User Interface）制御部１１７、ＨＤＭＩ制御部１１
５、ＨＤＭＩソース１１６を有する。
【００３８】
　ＣＰＵ１０１はＴＶ１００全体を統括的に制御する。ＲＯＭ１０３は必要なプログラム
を格納し、ＲＡＭ１０２はそのプログラムが展開される領域を有し、ＣＰＵ１０１のワー
クエリアとして機能する。
【００３９】
　チューナ１１２は、デジタル放送用のデジタルチューナ及びアナログ放送用のアナログ
チューナを含む。チューナ１１２は２つ以上あってもよい。アナログチューナはなくても
よい。以降は、チューナ１１２がデジタル放送波を受信するとして説明する。復調部１１
３は、チューナ１１２から供給された変調波信号を復調し、誤り訂正処理、フレームの再
構成等を行う。分離部１１４は、復調部１１３から供給されたデータストリーム等の音声
及び映像多重データを音声データ及び映像データに分離する。
【００４０】
　映像処理部１０４は、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）あるいは他の形式で
符号化（あるいは圧縮）された映像データをデコードする。映像駆動部１０５は、映像処
理部から供給されるデータについてＤ／Ａ変換等を行い、アナログに変換された映像信号
に応じてディスプレイ１０６を駆動する。
【００４１】
　音声処理部１０７も同様に、所定の形式で符号化（あるいは圧縮）された音声データを
デコードする。音声駆動部１０８は、音声処理部１０７から供給されるデータについてＤ
／Ａ変換等を行い、アナログに変換された音声信号に応じて内蔵のスピーカ１０９を駆動
する。
【００４２】
　以下、映像信号及び音声信号のうち少なくとも一方を含む信号をＡＶ信号という場合も
ある。
【００４３】
　ＨＰ出力部１１０は、音声処理部１０７から供給されるアナログの音声信号をＨＰ出力
端子１１１に供給する。ＨＰ出力端子１１１は、着脱式の外部端子が接続される接続端子
である。外部端子を有する機器としては、例えば、ヘッドフォン、イヤフォン、その他の
頭部搭載型のスピーカ、あるいは据置型スピーカが挙げられる。以下、ＨＰ出力端子１１
１は、ヘッドフォン４００（の出力端子）が接続される端子であるとして説明する。
【００４４】
　Ｕ／Ｉ制御部１１７は、ＴＶ１００を遠隔制御するリモートコントローラを用いてユー
ザが入力した操作信号、あるいは、ＴＶ１００の操作パネルに設けられた操作ボタン等を
介してユーザが入力した操作信号を受信し、受信した操作信号をＣＰＵ１０１に送る。こ
の操作信号としては、ＴＶ１００の電源の投入及び切断、チューナ１１２による選局、映
像に関する操作、音声に関する操作の各種の信号がある。
【００４５】
　例えばＡＶ信号の出力モードに関して、消画モード、多画面モード、消音モード、多重
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音声の出力モード等がある。これらの場合、ＣＰＵ１０１等は上記操作信号に応じてこれ
らの出力モードを実行するための制御信号を生成する生成手段として機能する。この場合
、制御信号は操作信号のそのものであってもよい。
【００４６】
　また、ＣＰＵ１０１は、後述するように、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォンが接続さ
れているか否かを検出する検出手段として機能し、ヘッドフォンの接続が検出されたこと
に応じて、上記出力モードに関連する制御信号を生成する。
【００４７】
　ＨＤＭＩ制御部１１５は、ＨＤＭＩソース１１６でのＡＶ信号や制御信号の送受信を制
御する。
【００４８】
　ＡＶアンプ２００は、ＣＰＵ２０１、ＲＡＭ２０２、ＲＯＭ２０３、音声入力部２０７
、音声処理部２０８、音声駆動部２０９、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）２１０、ＨＤＤ２
１０のインターフェース２１１、Ｕ／Ｉ制御部２０６、ＨＤＭＩ制御部２０５、ＨＤＭＩ
シンク２０４を有する。
【００４９】
　ＣＰＵ２０１はＡＶアンプ２００全体を統括的に制御する。ＲＯＭ２０３は、本実施の
形態を実現するために必要なプログラムを格納し、ＲＡＭ２０２はそのプログラムが展開
される領域を有し、ＣＰＵ２０１のワークエリアとして機能する。
【００５０】
　ＨＤＭＩ制御部２０５は、ＨＤＭＩシンク２０４でのＡＶ信号や制御信号の送受信を制
御する。音声入力部２０７には、ＨＤＭＩ形式とは異なる形式の音声信号が入力される。
音声入力部２０７は、例えばＲＣＡ、光デジタル等のインターフェースを有する。音声処
理部２０８は、ＨＤＭＩ形式の音声信号や、音声入力部２０７を介して入力された音声信
号のエンコード、デコード、音量調整等の処理を行う。
【００５１】
　ＨＤＤ２１０は、音声処理部２０８でエンコード等された音声データを記録する。
【００５２】
　Ｕ／Ｉ制御部２０６は、ＡＶアンプ２００を遠隔制御するリモートコントローラからの
ユーザの操作信号、あるいは、ＡＶアンプ２００の操作パネルに設けられた操作ボタン等
を介してユーザが入力した操作信号を受信し、受信した操作信号をＣＰＵ２０１に送る。
【００５３】
　音声駆動部２０９は、音声処理部２０８で処理された音声信号に応じて外部のスピーカ
２１３を駆動するための駆動信号を生成する。スピーカ２１３は、ＡＶアンプ２００に内
蔵されていてもよい。
【００５４】
　図２は、ＨＤＭＩソース１１６、ＨＤＭＩシンク２０４の基本的な電気的構成を示す図
である。
【００５５】
　本実施の形態では、ＴＶ１００のＨＤＭＩソース１１６がソース（ＨＤＭＩ出力部）と
なり、ＡＶアンプ２００のＨＤＭＩシンク２０４がシンク（ＨＤＭＩ入力部）となる。も
ちろん、これは単なる例であり、機器により種々の変更が可能である。ソース及びシンク
の両方のＨＤＭＩを持つ機器もある。
【００５６】
　ＨＤＭＩソース１１６において、映像信号、音声信号及びそのクロック信号は、送信機
１２０により送信され、ＨＤＭＩシンク２０４において、受信機２２０によりそれらの信
号が受信される。これらの信号の伝送方式は、ＴＭＤＳ（Transition Minimized Differe
ntial Signaling）方式が用いられる。また、ＨＤＭＩは、ディスプレイ１０６等の固有
情報を伝送するＤＤＣ（Display Data Channel）１２１、制御ラインとしてＣＥＣ（Cons
umer Electronics Control）ライン１２２を備える。ＣＥＣライン１２２は双方向通信の
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ラインである。
【００５７】
　ＨＤＭＩソース１１６とＨＤＭＩシンク２０４は、有線により接続されてもよいし、ま
たは無線により接続されてもよい。
【００５８】
　ＴＶ１００とＡＶアンプ２００は、ＨＤＭＩソース１１６とＨＤＭＩシンク２０４で接
続され、その接続により、ＴＶ１００からＡＶアンプ２００へ、映像信号や音声信号など
が供給される。したがって、ＴＶ１００の音声信号は、スピーカ１０９とスピーカ２１３
のどちらでも再生可能である。スピーカ１０９とスピーカ２１３のどちらで再生するかは
、ユーザによるＴＶ１００への入力操作またはＡＶアンプ２００への入力操作に応じて、
設定されるようにすればよい。あるいは、ＨＤＭＩケーブルが両機器１００、２００間に
接続されたか否かに応じて、設定されるようにすればよい。今は、後述するように、ＴＶ
１００の音声信号が、スピーカ１０９でなくスピーカ２１３で再生されるように設定され
ているものとする。
【００５９】
　ＴＶ１００は、映像処理部１０４で処理された映像信号を、映像駆動部１０５とＨＤＭ
Ｉ制御部１１５に出力している。音声処理部１０７で処理された音声信号は、ＨＰ出力部
１１０とＨＤＭＩ制御部１１５に出力されており、音声駆動部１０８には出力されていな
い。ＨＤＭＩ制御部１１５に供給された映像信号と音声信号のＡＶ信号は、ＨＤＭＩソー
ス１１６を介して、ＡＶアンプ２００に出力される。ＡＶアンプ２００は、ＨＤＭＩシン
ク２０４で受信したＡＶ信号のうち音声信号を、音声処理部２０８と音声駆動部２０９を
介して、外部のスピーカ２１３に出力する。上記動作により、ＴＶ１００の音声信号は、
スピーカ１０９でなく、スピーカ２１３で再生される。
【００６０】
　次に、音声制御システム５０の動作の例について説明する。図３は、ＴＶ１００の動作
を示すフローチャートであり、図４はそのときのＡＶアンプ２００の動作を示すフローチ
ャートである。図３では、上記したようにＨＰ出力端子１１１へのヘッドフォン４００の
接続／非接続に関する動作の例を示している。
【００６１】
　ＴＶ１００のＣＰＵ１０１は、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォン４００が接続されて
いるか否かをチェックして（ステップ１０１）、ステップ１０２に進む。ステップ１０２
では、接続から非接続、または非接続から接続など、ＣＰＵ１０１が接続状態の変化を検
出した場合、ステップ１０３に進む。接続状態の変化を検出しない場合、ステップ１０１
に戻る。ステップ１０３では、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォン４００が接続されてい
るか否かに応じて、ＣＰＵ１０１は制御信号を生成して、ステップ１０４に進む。この制
御信号は、例えば、ヘッドフォン４００の接続の検出されたことを示す信号、例えば「ヘ
ッドフォン有り」の信号である。また例えば、ヘッドフォン４００の接続の検出されない
ことを示す信号、例えば「ヘッドフォン無し」の信号である。
【００６２】
　ステップ１０４では、ＣＰＵ１０１は、「ヘッドフォン有り」または「ヘッドフォン無
し」の制御信号をＨＤＭＩソース１１６に送り、ＨＤＭＩ経由でＡＶアンプ２００に出力
して、ステップ１０５に進む。この制御信号は、上記ＣＥＣライン１２２を介して出力さ
れる。ステップ１０５では、ＣＰＵ１０１は、ＴＶ１００の電源状態を調べ、電源オフの
場合は図３のフローチャートを終了し、電源がオンの場合はステップ１０１に戻る。
【００６３】
　上記フローチャート（図３）で、ステップ１０２の処理を削除して、ステップ１０１か
らステップ１０３に進むフローチャートの制御も考えられる。この場合、ＣＰＵ１０１は
、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォン４００が接続されているか否かをチェック（ステッ
プ１０１）し、そのチェックした結果に基づいて、制御信号を生成し、ＨＤＭＩ経由でＡ
Ｖアンプ２００に出力する。ここでは、その詳細な説明は省略する。
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【００６４】
　ＡＶアンプ２００のＣＰＵ２０１は、ＨＤＭＩシンク２０４を介してＡＶ信号と制御信
号を受信している。ＣＰＵ２０１は、ＨＤＭＩシンク２０４を介して上記制御信号をチェ
ック（ステップ２０１）して、ステップ２０２に進む。ステップ２０２では、制御信号に
変化（例えば、「ヘッドフォン有り」の制御信号から「ヘッドフォン無し」の制御信号へ
）があった場合は、ステップ２０３に進む。制御信号に変化がない場合は、ステップ２０
１に戻る。
【００６５】
　「ヘッドフォン有り」の制御信号から「ヘッドフォン無し」の制御信号への変化の場合
、ステップ２０３から、ステップ２０５に進む。「ヘッドフォン無し」の制御信号から「
ヘッドフォン有り」の制御信号への変化の場合、ステップ２０３から、ステップ２０４に
進む。ステップ２０４では、ＣＰＵ２０１は、音声処理部２０８から音声駆動部２０９へ
の音声出力を停止するように、音声処理部２０８を制御する。ステップ２０５では、ＣＰ
Ｕ２０１は、音声処理部２０８から音声駆動部２０９への音声出力を許可するように、音
声処理部２０８を制御する。ステップ２０４とステップ２０５の処理が終了すると、ＣＰ
Ｕ２０１は、ステップ２０６に進み、ＡＶアンプ２００の電源オフの場合、図４のフロー
チャートを終了する。ＡＶアンプの電源オンの場合は、ステップ２０１に戻り、図４のフ
ローチャートを継続する。
【００６６】
　このように、ヘッドフォン４００のＴＶ１００への接続状態に応じて、ＡＶアンプ２０
０のスピーカ２１３への音声出力が制御される。これにより、ヘッドフォン４００がＴＶ
１００に接続された場合に、ＡＶアンプ２００に接続されたスピーカ２１３から音が出力
されてしまうことを防止できる。すなわち、ユーザはＡＶアンプ２００を操作しなくても
、ＡＶアンプ２００が消音制御するので、ユーザの操作の手間を省くことができる。
【００６７】
　また、制御信号がＨＤＭＩを利用してＡＶアンプに送信されるので、制御信号を送信す
るための専用のラインを設ける必要がなくなる。
【００６８】
　また、ＡＶアンプ２００は、ＨＤＤ２１０を備えている。そのため、ＣＰＵ２０１は、
ＨＤＭＩシンク２０４で受信したＴＶ１００からの音声信号を、音声処理部２０８でエン
コード処理等した後、ＨＤＤ２１０へ送信し、ＨＤＤ２１０に蓄積することが可能である
。また、上述したように、ＣＰＵ２０１は、ＨＤＭＩシンク２０４で受信したＴＶ１００
からの音声信号を、音声処理部２０８で音量調整した後、音声駆動部２０９で送信し、音
声駆動部２０９で駆動して、スピーカ２１３で再生することも可能である。この場合、Ｃ
ＰＵ２０１は、ＨＤＭＩシンク２０４で受信したＴＶ１００からの音声信号に対して、下
記の４つ（a～d）の制御が可能である。
【００６９】
　a) ＨＤＤ２１０への蓄積を許可して、スピーカ２１３で再生しない。　
　b) ＨＤＤ２１０への蓄積を許可して、スピーカ２１３で再生する。　
　c) ＨＤＤ２１０への蓄積を許可しないで、スピーカ２１３で再生しない。　
　d) ＨＤＤ２１０への蓄積を許可しないで、スピーカ２１３で再生する。
【００７０】
　ＨＤＤ２１０への蓄積の許可・不許可の設定は、例えば、ＴＶ１００が持つ設定画面等
を介してユーザがＴＶ１００を操作する時に選択してあればよい。その場合、図３と図４
の制御信号として、例えば次の４つ（０、１、２、３）の制御信号を使用してもよい。
【００７１】
　０：ＨＤＤ２１０への蓄積を許可する「録音可」で、かつ、「ヘッドフォン有り」の制
御信号
　１：上記「録音可」で、かつ、「ヘッドフォン無し」の制御信号
　２：上記のＨＤＤ２１０への蓄積をすることを許可しない「録音不可」で、かつ、「ヘ
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ッドフォン有り」の制御信号
　３：上記「録音不可」で、かつ、「ヘッドフォン無し」の制御信号。
【００７２】
　例えば、ＴＶ１００が持つ設定画面等を介して、ユーザが、ＨＤＤ２１０への蓄積を許
可している場合、図３のステップ１０３では、ヘッドフォン４００の接続検出時は、上記
０の制御信号を生成し、ヘッドフォン４００の非接続を検出時は、上記１の制御信号を生
成する。ＴＶ１００が持つ設定画面等を介して、ユーザが、ＨＤＤ２１０への蓄積を許可
していない場合、図３のステップ１０３では、ヘッドフォン４００の接続検出時は、上記
２の制御信号を生成し、ヘッドフォン４００の非接続を検出時は、上記３の制御信号を生
成する。
【００７３】
　図４では、ステップ２０３で、上記０、２の制御信号（「ヘッドフォン有り」）を受信
した場合は、ステップ２０４に進む。上記１、３の制御信号（「ヘッドフォン無し」）の
場合は、ステップ２０５に進む。
【００７４】
　この場合も、ヘッドフォン４００のＴＶ１００への接続状態に応じて、ＡＶアンプ２０
０のスピーカ２１３への音声出力が制御される。これにより、ユーザによるＨＤＤ２１０
への蓄積の設定に対応しつつ、ヘッドフォン４００がＴＶ１００に接続された場合に、Ａ
Ｖアンプ２００に接続されたスピーカ２１３から音が出力されてしまうことを防止できる
。
【００７５】
　また、ＴＶ１００に相当する従来の音声出力装置では、ユーザの消音操作やヘッドフォ
ン挿入操作に起因する音声ミュートは、その音声出力装置内部でのミュート処理が一般的
であった。そのような場合、従来の音声制御システム５０に相当するシステムでは、音声
信号はＴＶ１００の内部でミュート処理されてしまうので、その音声信号を、ＡＶアンプ
２００のＨＤＤ２１０で蓄積が出来ないといった不具合があった。ところが、上述した本
実施の形態による図３と図４のシステムでは、ＴＶ１００の音声信号に関して、例えば、
ＨＤＤ２１０での蓄積しつつ、スピーカ２１３でのミュート処理するといった柔軟な対応
が可能である。
【００７６】
　図５及び図６は、それぞれＴＶ１００及びＡＶアンプ２００の他の実施の形態に係る動
作のフローチャートである。この実施の形態は、ユーザのＴＶ１００への上記操作信号に
応じた制御信号が用いられる形態である。例えば、ユーザのＴＶ１００への操作として、
消音モードの選択がある。本実施形態の提案する消音モードとは、ＴＶ１００の音声信号
が、ＡＶアンプ２００を介して、スピーカ２１３で再生されている場合、消音モードがオ
ン時は音声信号をスピーカ２１３に出力しなく、消音モードがオフ時は音声信号をスピー
カ２１３に出力するように、音声制御システム５０のシステムを制御するモードである。
【００７７】
　図５を用いて、上記消音モードに関する、ＴＶ１００のフローチャートを説明する。Ｔ
Ｖ１００のＣＰＵ１０１は、音声処理部１０７で処理した音声信号を、ＨＤＭＩソース１
１６を介して、ＡＶアンプ２００に出力しているとする。例えばユーザによる操作により
、消音モードの設定が変化した場合（ステップ３０１のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０１は、消音
モードの操作信号に応じた制御信号を生成（ステップ３０２）して、ステップ３０３に進
む。この制御信号は、例えば、消音モードがオンの場合は、消音モードがオンしたことを
示す信号、例えば「消音モードオン」の信号である。消音モードがオフの場合は、消音モ
ードがオフしたことを示す信号、例えば「消音モードオフ」の信号である。
【００７８】
　ＣＰＵ１０１は、ステップ３０１で、消音モードの設定が変化しない場合（ステップ３
０１のＮｏ）、再びステップ３０１に戻る。ステップ３０３では、ＣＰＵ１０１は、上記
制御信号をＨＤＭＩソース１１６を介してＡＶアンプ２００へ出力して、ステップ３０４
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に進む。ステップ３０４では、ＴＶ１００が電源オフの場合、図５のフローチャートを終
了し、ＴＶ１００が電源オンの場合、ステップ３０１に戻り、図５のフローチャートを継
続する。
【００７９】
　次に、図６を用いて、上記消音モードに関する、ＡＶアンプ２００のフローチャートを
説明する。
【００８０】
　ＡＶアンプ２００のＣＰＵ２０１は、図４の場合と同様に、ＨＤＭＩシンク２０４を介
してＡＶ信号と制御信号を受信しているとする。ＣＰＵ２０１は、ＨＤＭＩシンク２０４
のＡＶ信号から、音声信号を音声処理部２０８などに入力する。
【００８１】
　ＣＰＵ２０１は、ステップ４０１で、ＨＤＭＩシンク２０４から受信した制御信号の変
化を調べる。制御信号に変化がなければ、ステップ４０１に戻り、制御信号のチェックを
継続する。その制御信号に変化があれば、ステップ４０２に進む。ステップ４０２におい
て、その制御信号の変化が、「消音モードオフ」から「消音モードオン」への変化であれ
ば、ＣＰＵ２０１は消音モードの設定がオンと解釈し、ステップ４０４へ進む。ステップ
４０２において、その制御信号の変化が、「消音モードオン」から「消音モードオフ」へ
の変化であれば、ＣＰＵ２０１は消音モードの設定がオフと解釈し、ステップ４０３へ進
む。
【００８２】
　ステップ４０４では、ＣＰＵ２０１は、音声処理部２０８から音声駆動部２０９への出
力を停止して、スピーカ２１３への音声出力を行わない。ステップ４０３では、ＣＰＵ２
０１は、音声処理部２０８から音声駆動部２０９への出力を許可して、スピーカ２１３へ
の音声出力を行う。
【００８３】
　図３と図４のフローチャートで、ユーザによるＨＤＤ２１０への蓄積の設定に対応しつ
つ、ヘッドフォン４００がＴＶ１００に接続された場合に、ＡＶアンプ２００に接続され
たスピーカ２１３から音が出力されてしまうことを防止できる例を示した。ユーザによる
ＨＤＤ２１０への蓄積の設定がなされ、ユーザの消音設定に対応した制御信号が生成され
るようにすれば、図５と図６の処理においても、ユーザによるＨＤＤ２１０への蓄積の設
定に対応しつつ、ユーザの消音設定に基いてスピーカ２１３から音声出力を制御すること
が可能である。その動作は、図３と図４と同様であるので、詳細な説明は省略する。
【００８４】
　本発明に係る実施の形態は、以上説明した実施の形態に限定されず、他の種々の実施形
態が考えられる。
【００８５】
　図１において上記ＨＤＤ２１０は、ＡＶアンプ２００に内蔵されている例を示したが、
ＡＶアンプ２００（あるいは他の音声制御装置）に外部から接続されるＨＤＤであっても
よい。外部から接続されるとは、ローカル接続でもかまわないし、イーサネット（登録商
標）あるいはインターネット等のネットワークを介して接続される場合も含まれる。
【００８６】
　図３、図４、図５、図６に示した形態においては、制御信号がＨＤＭＩ経由で送受信さ
れる場合に限られない。例えばＩＰ（Internet Protocol）が用いられるＬＡＮ（Local A
rea Network）経由、Ｗｉ-Ｆｉ（Wireless Fidelity）経由、あるいはその他のインター
フェース経由であってもよい。また無線経由や有線経由であってもよい。
【００８７】
　図７は、本発明の他の実施の形態に係る音声制御システムの構成を示すブロック図であ
る。これ以降の説明では、図１等に示した実施の形態に係る音声制御システム５０が含む
ブロック等について同様のものは説明を簡略または省略し、異なる点を中心に説明する。
【００８８】
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　音声制御システム１５０は、音声出力部１１８を有する。音声出力部１１８は、音声処
理部１０７で処理された音声信号を、ＨＤＭＩ形式とは異なる形式でＡＶアンプ２００に
出力する出力手段として機能する。ＡＶアンプ２００の音声入力部２０７には、上記音声
出力部１１８から出力された音声信号が入力される。音声出力部１１８及び音声入力部２
０７は、図１でも説明したように、ＲＣＡまたはデジタル（例えば光デジタル）のインタ
ーフェースを有する。光デジタルのインターフェースの場合、音声出力部１１８は、所定
の形式で圧縮された音声信号を出力することも可能である。音声入力部２０７は、この圧
縮音声信号を受信する。所定の形式としては、例えば、ＭＰ３（MPEG-1 Audio Layer-3）
、ＡＴＲＡＣ（Adaptive TRansform Acoustic Coding）、ＡＡＣ（Advanced Audio Codin
g）、ＷＭＡ（Windows（登録商標） Media Audio）、またはその他の形式が挙げられる。
【００８９】
　以上については、図１における音声入力部２０７についても同様のことが言える。
【００９０】
　なお、ＴＶ１００は、映像処理部１０４で処理された映像信号をＨＤＭＩ形式とは異な
る形式で出力する映像出力部を備えていてもよい。ＨＤＭＩ形式とは異なる形式とは、例
えば、ＲＣＡ、Ｓ映像、コンポーネント映像、またはＤ映像等の形式である。
【００９１】
　音声出力部１１８から出力され、音声入力部２０７へ入力された音声信号は、音声処理
部２０８で処理され、音声駆動部２０９の駆動によりスピーカ２１３に出力される。この
音声信号が圧縮音声信号である場合、音声処理部２０８は圧縮音声信号のデコード処理等
を行い、音声駆動部２０９に出力する。
【００９２】
　本実施の形態に係る音声制御システム１５０においても、図３及び図４に示した処理に
より、ヘッドフォン４００がＴＶ１００に接続された場合に、ＡＶアンプ２００に接続さ
れたスピーカ２１３から音が出力されてしまうことを防止できる。あるいは、図５及び図
６に示した処理により、音声制御システム１５０は、ユーザの消音設定に基いてスピーカ
２１３から音声出力を制御することが可能である。
【００９３】
　また、音声制御システム１５０では、音声出力部１１８及び音声入力部２０７による音
声信号が上記した圧縮音声信号である場合、次のようなメリットがある。第１に、圧縮音
声信号であるので、データ量がＨＤＭＩ形式に比べ少なく、転送効率が向上する。第２に
、ＡＶアンプ２００がＨＤＤ２１０にその圧縮音声信号による圧縮データを蓄積する場合
、その圧縮データをそのままの形式でＨＤＤ２１０に蓄積することができる。すなわち、
音声処理部２０８による音声信号のエンコード処理の必要がなくなり、ＡＶアンプ２００
の負荷を減らすことができる。
【００９４】
　図８は、本発明のさらに別の実施の形態に係る音声制御システムの構成を示すブロック
図である。
【００９５】
　音声制御システム２５０は、音声入力装置としてのＴＶ１６０、音声制御装置としての
ＡＶアンプ２６０、及び音声送信装置としての記録再生装置３００を備えている。ＴＶ１
６０及びＡＶアンプ２６０としては、基本的には図１または図７で説明したＴＶ１００及
びＡＶアンプ２００が用いられればよい。ＡＶアンプ２６０には、スピーカ２１３が接続
されている。ＡＶアンプ２６０は、スピーカ２１３とＡＶアンプ２６０が一体となった機
器であってもよい。
【００９６】
　記録再生装置３００は、例えば音声及び／または映像を記録し、再生する装置である。
その音声及び／または映像信号の記録媒体としては、ハードディスク、光ディスク、半導
体メモリ、その他の記録媒体が挙げられる。記録再生装置３００は、記録を行わない再生
専用の装置であってもよい。以下、記録再生装置３００は、音声信号及び映像信号の両方
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を記録及び再生することができる装置として説明する。
【００９７】
　図８におけるＴＶ１６０及びＡＶアンプ２６０と、図１または図７におけるＴＶ１００
及びＡＶアンプ２００との異なる点は２つある。１つは、ＴＶ１６０のＨＤＭＩシンク１
６６（入力手段）とＡＶアンプ２６０のＨＤＭＩソース２５４について、ソース及びシン
クが逆になっている点である。もう１つは、ＡＶアンプ２６０が、記録再生装置３００か
ら出力された音声信号及び映像信号が入力される音声入力部２５７（音声入力手段）及び
映像入力部２５８を備えている点である。図８のＴＶ１６０及びＡＶアンプ２６０のこれ
らの構成以外は、ＴＶ１００及びＡＶアンプ２００と同様であり、その説明を省略する。
【００９８】
　なお、ＡＶアンプ２６０が音声専用である場合、映像入力部２５８が設けられていない
形態も考えられる。
【００９９】
　音声制御システム２５０において、ＴＶ１６０にソースとなるＨＤＭＩがさらに設けら
れ、ＡＶアンプ２６０にシンクとなるＨＤＭＩがさらに設けられていてもよい。
【０１００】
　音声入力装置として、ＴＶ１６０に限られずＡＶアンプから音声が入力される装置であ
れば、コンピュータ（例えばＰＣ）やゲーム機等、何でもよい。音声制御装置も、ＡＶア
ンプ２６０に限られず、コンピュータ（例えばＰＣ）、あるいはセレクタのような機器で
あってもよい。図１または図７に示したＴＶ１００、ＡＶアンプ２００についても同様で
ある。
【０１０１】
　図９は、記録再生装置３００の構成を示すブロック図である。
【０１０２】
　記録再生装置３００は、ＣＰＵ３０１、ＲＡＭ３０２、ＲＯＭ３０３、チューナ３１２
、復調部３１３、分離部３１４、映像処理部３０４、音声処理部３０７、Ｕ／Ｉ制御部３
１７、Ｄ／Ａ変換部３１０、映像出力部３０８、音声出力部３０９、記録デバイス３０６
及びこの記録デバイス３０６のインターフェース３１１を備えている。
【０１０３】
　ＣＰＵ３０１、ＲＡＭ３０２、ＲＯＭ３０３、チューナ３１２、復調部３１３、分離部
３１４、映像処理部３０４、音声処理部３０７、及び、Ｕ／Ｉ制御部３１７は、図１また
は図７に示したＴＶ１００のＣＰＵ１０１、ＲＡＭ１０２、ＲＯＭ１０３、チューナ１１
２、復調部１１３、分離部１１４、映像処理部１０４、音声処理部１０７、及び、Ｕ／Ｉ
制御部１１７と同様の処理をそれぞれ行う。
【０１０４】
　映像出力部３０８及び音声出力部３０９は、ＨＤＭＩであってもよいし、それとは異な
る形式のインターフェース（例えば、ＲＣＡ、Ｓ映像、Ｄ映像、コンポーネット映像、ま
たは光デジタル音声等）であってもよい。映像出力部３０８及び音声出力部３０９がデジ
タル出力の場合、Ｄ／Ａ変換部３１０は用いられず、アナログ出力の場合に、Ｄ／Ａ変換
部３１０が用いられる。
【０１０５】
　ＡＶアンプ２６０の音声入力部２５７及び映像入力部２５８は、音声出力部３０９及び
映像出力部３０８のインターフェースと対応した形式となっている。例えば、上記したよ
うにＨＤＭＩ、ＲＣＡ、Ｓ映像、Ｄ映像、コンポーネット映像、または光デジタル音声等
の形式がある。
【０１０６】
　記録デバイス３０６は、上記したようにハードディスク、光ディスク、半導体メモリ、
磁気テープ、あるいはその他の記録媒体が挙げられる。
【０１０７】
　Ｄ／Ａ変換部３１０は、上記映像出力部３０８及び音声出力部３０９がアナログインタ
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フェースの場合に用いられる。典型的には、Ｄ／Ａ変換部３１０は、映像処理部３０４及
び音声処理部３０７で主にデコード処理された映像データ及び音声データをアナログ信号
に変換し、これらアナログ信号を映像出力部３０８及び音声出力部３０９を介してＡＶア
ンプに送信する。
【０１０８】
　チューナ３１２がアナログ信号を受信するチューナである場合、記録再生装置３００は
、例えば、そのアナログ放送波に対応したデコーダ（例えばＮＴＳＣ（National Televis
ion System Committee）等）を備える。このデコーダは、ＴＶ１６０も備えている場合も
ある。また、記録再生装置３００は、受信したアナログ信号をＭＰＥＧ等の所定の形式の
デジタル信号に変換するエンコーダを備え、このエンコーダによりエンコードされた音声
及び／または映像データを記録デバイスに記録する。
【０１０９】
　音声送信装置として、記録再生装置３００に限られず、音声信号の記録デバイスがない
装置、例えばラジオ受信機等が挙げられる。あるいは、音声を送信できる装置であれば何
でもよい。
【０１１０】
　以上のように構成された音声制御システム２５０では、ＴＶ１６０及びＡＶアンプ２６
０は、図３及び図４とそれぞれ同様の処理を実行する。音声制御システム２５０が図３及
び図４の処理を実行する場合の前提として、記録再生装置３００が記録デバイス３０６に
記録された音声信号及び／または映像信号（以下、ＡＶ信号という。）を再生し、映像出
力部３０８または音声出力部３０９を介してＡＶ信号をＡＶアンプ２６０に送信する。あ
るいは、音声制御システム２５０が図３及び図４の処理を実行する場合の前提として、記
録再生装置３００がチューナ３１２で受信したＡＶ信号を再生し、そのＡＶ信号を映像出
力部３０８または音声出力部３０９を介してＡＶ信号をＡＶアンプ２６０に出力する。こ
れらの場合、ＡＶアンプ２６０には、記録再生装置３００から出力されたＡＶ信号が音声
入力部２５７及び映像入力部２５８を介して入力される。ＡＶアンプ２６０は、このＡＶ
信号をＨＤＭＩソース２５４を介して出力し、また、外部のスピーカ２１３に音声信号を
出力する。ＴＶ１６０は、ＡＶアンプ２６０のＨＤＭＩソース２５４から送信されたＡＶ
信号を、ＨＤＭＩシンク１６６を介して受信する。
【０１１１】
　すなわち、この音声制御システム２５０の動作の前提として、記録再生装置３００で再
生されたＡＶ信号は、ＡＶアンプ２６０を介してＴＶ１６０のディスプレイ１０６及び／
またはスピーカ１０９から出力され、音声信号はスピーカ２１３から出力されている。
【０１１２】
　図３を参照して、ＴＶ１６０のＣＰＵ１０１は、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォン４
００が接続されているか否かをチェックして（ステップ１０１）、ステップ１０２に進む
。ステップ１０２では、接続から非接続、または非接続から接続など、ＣＰＵ１０１が接
続状態の変化を検出した場合、ステップ１０３に進む。接続状態の変化を検出しない場合
、ステップ１０１に戻る。ステップ１０３では、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォン４０
０が接続されているか否かに応じて、ＣＰＵ１０１は制御信号を生成して、ステップ１０
４に進む。この制御信号は、例えば上記同様に「ヘッドフォン有り」の信号、及び「ヘッ
ドフォン無し」の信号である。
【０１１３】
　ステップ１０４では、ＣＰＵ１０１は、「ヘッドフォン有り」または「ヘッドフォン無
し」の制御信号をＨＤＭＩシンク１６６に送り、ＨＤＭＩ経由でＡＶアンプ２６０に出力
して、ステップ１０５に進む。この制御信号は、上記ＣＥＣライン１２２を介して出力さ
れる。ステップ１０５では、ＣＰＵ１０１は、ＴＶ１６０の電源状態を調べ、電源オフの
場合は図３のフローチャートを終了し、電源がオンの場合はステップ１０１に戻る。
【０１１４】
　上記フローチャート（図３）で、ステップ１０２の処理を削除して、ステップ１０１か
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らステップ１０３に進むフローチャートの制御も考えられる。この場合、ＣＰＵ１０１は
、ＨＰ出力端子１１１にヘッドフォン４００が接続されているか否かをチェック（ステッ
プ１０１）し、そのチェックした結果に基づいて、制御信号を生成し、ＨＤＭＩ経由でＡ
Ｖアンプ２６０に出力する。ここでは、その詳細な説明は省略する。
【０１１５】
　ＡＶアンプ２６０は、ＨＤＭＩソース２５４を介して、ＡＶ信号の送信と制御信号の通
信を行っている。ＡＶアンプ２６０のＣＰＵ２０１は、図４のフローチャートで、ＨＤＭ
Ｉソース２５４を介して上記制御信号をチェック（ステップ２０１）して、ステップ２０
２に進む。この制御信号は、上記ＣＥＣライン１２２を介して入力される。ステップ２０
２では、制御信号に変化（例えば、「ヘッドフォン有り」の制御信号から「ヘッドフォン
無し」の制御信号へ）があった場合は、ステップ２０３に進む。制御信号に変化がない場
合は、ステップ２０１に戻る。
【０１１６】
　「ヘッドフォン有り」の制御信号から「ヘッドフォン無し」の制御信号への変化の場合
、ステップ２０３から、ステップ２０５に進む。「ヘッドフォン無し」の制御信号から「
ヘッドフォン有り」の制御信号への変化の場合、ステップ２０３から、ステップ２０４に
進む。ステップ２０４では、ＣＰＵ２０１は、音声処理部２０８から音声駆動部２０９へ
の音声出力を停止するように、音声処理部２０８を制御する。ステップ２０５では、ＣＰ
Ｕ２０１は、音声処理部２０８から音声駆動部２０９への音声出力を許可するように、音
声処理部２０８を制御する。ステップ２０４とステップ２０５の処理が終了すると、ＣＰ
Ｕ２０１は、ステップ２０６に進み、ＡＶアンプ２６０の電源オフの場合、図４のフロー
チャートを終了する。ＡＶアンプの電源オンの場合は、ステップ２０１に戻り、図４のフ
ローチャートを継続する。
【０１１７】
　このように、ヘッドフォン４００のＴＶ１６０への接続状態に応じて、ＡＶアンプ２６
０のスピーカ２１３への音声出力が制御される。これにより、ヘッドフォン４００がＴＶ
１６０に接続された場合に、ＡＶアンプ２６０に接続されたスピーカ２１３から音が出力
されてしまうことを防止できる。すなわち、ユーザはＡＶアンプ２６０を操作しなくても
、ＡＶアンプ２６０が消音制御するので、ユーザの操作の手間を省くことができる。
【０１１８】
　また、本実施の形態に係る音声制御システム２５０は、上述した図５及び図６のフロー
チャートと同様の処理を実行することも可能である。その詳細な説明は省略する。この場
合も、図５及び図６の音声制御システム２５０の動作の前提として、記録再生装置３００
で再生されたＡＶ信号が、ＡＶアンプ２６０を介してＴＶ１６０のディスプレイ１０６及
び／またはスピーカ１０９から出力され、音声信号はスピーカ２１３から出力されている
。
【０１１９】
　さらに、本実施の形態においても、ＣＰＵ２０１は、ＨＤＭＩソース２５４で受信した
ＴＶ１６０からの音声信号に対して、上記した４つ（a～d）の制御も同様に可能である。
また、図３及び図４の動作において、上記した４つ（０、１、２、３）の制御信号を使用
してもよい。
【０１２０】
　図１０は、他の実施の形態に係るＨＤＭＩの電気的構成を示すブロック図である。図１
０において、ＨＤＭＩ送受信部（ソース）５００の送信機１２０、ＨＤＭＩ送受信部（シ
ンク）６００の受信機２２０、ＤＤＣライン１２１、ＣＥＣライン１２２は、図２と同様
の処理を行うため、同じ符号を付しており、その説明を省略する。
【０１２１】
　従来の一般的なＨＤＭＩでは、シンク機器が接続されたか否かをソース機器が検出する
ための信号線としてＨＰＤ（Hot Plug Detect）ライン用のピンと、リザーブライン用の
ピンとが設けられている。例えばタイプＡのＨＤＭＩでは、ＨＰＤピンはピン番号１９番
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のピンであり、リザーブピンはピン番号１４番のピンである。
【０１２２】
　図１０に示したＨＤＭＩにおいては、このＨＰＤラインとリザーブラインとを差動ツイ
ストペアとして結線し、差動信号伝送による双方向のＩＰ通信が可能な高速データライン
１５５として機能するように拡張している。図１０では、この高速データライン１５５に
おいて、従来のＨＰＤピンに対応するピンをHPD/Ether+と称し、従来のリザーブピンに対
応するピンをReserve/Ether-と称する。
【０１２３】
　このような構成により、従来のＨＤＭＩと互換性を保ったまま、ＨＤＭＩを用いてEthe
rnet（登録商標）による双方向の高速ＩＰ通信を行うことが可能となる。この高速データ
ラインの最大伝送速度は約100Mbpsであるが、これに限られるものではない。
【０１２４】
　特に、上記音声制御システム５０、１５０、または２５０に、図１０のＨＤＭＩが適用
される場合、図３～図６に示した「制御信号」が、高速データライン１５５により通信さ
れてもよい。
【０１２５】
　あるいは、例えば図７で示した音声出力部１１８及び音声入力部２０７を結ぶライン等
が、図１０に示したＨＤＭＩが備える高速データライン１５５に置き換えられてもよい。
このことは、図８で示したＨＤＭＩシンク１６６及びソース２５４についても同様であり
、または、音声出力部３０９、映像出力部３０８、音声入力部２５７及び映像入力部２５
８がＨＤＭＩである場合についても同様である。
【図面の簡単な説明】
【０１２６】
【図１】本発明の一実施の形態に係る音声制御システムの構成を示すブロック図である。
【図２】ＨＤＭＩの基本的な電気的構成を示す図である。
【図３】ＴＶの動作を示すフローチャートであり、
【図４】図３における場合のＡＶアンプの動作を示すフローチャートである。
【図５】ＴＶの他の実施の形態に係る動作を示すフローチャートである。
【図６】図５における場合のＡＶアンプの動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の他の実施の形態に係る音声制御システムの構成を示すブロック図である
。
【図８】本発明のさらに別の実施の形態に係る音声制御システムの構成を示すブロック図
である。
【図９】図８における記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【図１０】他の実施の形態に係るＨＤＭＩの電気的構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１２７】
　５０、１５０、２５０…音声制御システム
　１００、１６０…ＴＶ
　１１１…ＨＰ出力端子
　１１５、２０５…ＨＤＭＩ制御部
　１１６、２５４…ＨＤＭＩソース、
　１６６、２０４…ＨＤＭＩシンク
　１２２…ＣＥＣライン
　２００、２６０…ＡＶアンプ
　２５７…音声入力部
　２５８…映像入力部
　３００…記録再生装置
　３０８…映像出力部
　３０９…音声出力部
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　４００…ヘッドフォン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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